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(57)【要約】
【課題】本考案は、パソコンのような薄厚で衝撃に弱い
製品の運搬或いは保管に際し、該製品を強固に保持し、
更に、その運搬時や落下時の衝撃を緩和し或いは外部か
らの衝撃が製品に伝わることを防止し、且つ製品の収納
作業をすばやく行うことのできる衝撃緩和運搬容器に関
するものである。
【解決手段】紙片を折り曲げて製品を挟持する衝撃緩和
運搬容器において、立ち上がり支持材を兼ねる周辺部の
側片、該側片によって囲まれ該側片との境の折れ曲がり
部を基端として可動自在とした製品押圧片、該側片に貼
着され該製品押圧片表面側全面を非貼着状態で被覆した
可撓性フィルムとより形成した一方の製品保持部材と、
該製品保持部材と同様の構成を有する他方の製品保持部
材とよりなり、それら双方の可撓性フィルムを対向させ
たその間を製品配設部としたことを特徴とする衝撃緩和
運搬容器。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　紙片を折り曲げて製品を挟持する衝撃緩和運搬容器において、立ち上がり支持材を兼ね
る周辺部の側片、該側片によって囲まれ該側片との境の折れ曲がり部を基端として可動自
在とした製品押圧片、該側片に貼着され該製品押圧片表面側全面を非貼着状態で被覆した
可撓性フィルムとより形成した一方の製品保持部材と、該製品保持部材と同様の構成を有
する他方の製品保持部材とよりなり、それら双方の可撓性フィルムを対向させたその間を
製品配設部としたことを特徴とする衝撃緩和運搬容器。
【請求項２】
　製品押圧片は、中心部より隅部或いは側片に向けて適宜本数の切断部を放射状に形成し
たことを特徴とする請求項１記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項３】
　製品押圧片は、側片のほぼ中央部より対向する他の側片のほぼ中央部との間或いはそれ
らに平行して適宜本数の切断部を十字状或いは串刺し状に形成したことを特徴とする請求
項１又は２記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項４】
　製品押圧片は、その中心部にいずれかの側片と平行な切断部を設け、該切断部より隅部
又は／及び側片に向けて適宜本数の切断部を放射状に形成したことを特徴とする請求項１
記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項５】
　製品押圧片は、ほぼ対角線方向に沿って適宜本数の切断部を形成したことを特徴とする
請求項１記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項６】
　製品押圧片は、円形或いは楕円形に沿って適宜本数の断続的な切断部を形成したことを
特徴とする請求項１記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項７】
　製品押圧片は、その隅部に側片の折れ曲がり部の交差部を頂点とし、その底辺側を直線
状、湾曲状、山形状、波形状、鋸歯状等の形状とした製品の隅部を押圧する製品押圧隅片
を形成する切断部を設けたことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか記載の衝撃緩和運
搬容器。
【請求項８】
　製品押圧片は、側片との境の折れ曲がり部のほぼ中央部にある程度の幅を有した突出形
状の縁片を形成する切断部を設けたことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか記載の衝
撃緩和運搬容器。
【請求項９】
　製品押圧片は、側片との境の折れ曲がり部とほぼ平行に適宜本数の折り目又は折り目と
該折り目とは異なる方向の切断部を形成してなることを特徴とする請求項１、７又は８の
いずれか記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１０】
　製品押圧片は、ほぼ対角線方向に適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは異なる方
向の切断部を形成してなることを特徴とする請求項１、７又は８のいずれか記載の衝撃緩
和運搬容器。
【請求項１１】
　製品押圧片は、円形或いは楕円形の適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは異なる
方向の切断部を形成してなることを特徴とする請求項１、７又は８のいずれか記載の衝撃
緩和運搬容器。
【請求項１２】
　製品押圧片は、折り目に沿って断続的に切断部を設けたことを特徴とする請求項９乃至
１１のいずれか記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１３】
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　製品押圧片は、適宜箇所に適数個の貫通孔を形成したことを特徴とする請求項１乃至１
２のいずれか記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１４】
　貫通孔は、切断部及び／又は折り目に沿って或いはその間に形成したことを特徴とする
請求項１３記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１５】
　製品押圧隅片は、その隣接する製品押圧隅片間の間隔を収納する製品に接するか或いは
近接する位置に形成し、少なくとも該製品が移動したときに該製品の隅部が該製品押圧隅
片の表面に当接するように構成してなることを特徴とする請求項７乃至１４のいずれか記
載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１６】
　縁片は、対向する縁片間の間隔を収納する製品に接するか或いは近接する位置に形成し
、少なくとも該製品が移動したときに該製品が該縁片の表面に当接するように構成してな
ることを特徴とする請求項８乃至１５のいずれか記載の衝撃緩和運搬容器。
【請求項１７】
　各々の側片の両端部には隅片を形成し、該隅片はその対角線方向に形成した折り曲げ部
により分割された一方を糊代片とし、該糊代片を隣接する側片の裏面側に貼着して立ち上
がり支持材としてなることを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか記載の衝撃緩和運搬
容器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、パソコン等の薄厚で比較的大きな壊れやすい製品を挟持して運ぶための容器
で、その運搬時或いは保管時における外部からの各種衝撃或いは該容器を落下させた時の
大きな衝撃から該製品が破損することを防止するための衝撃緩和運搬容器に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりパソコン等の衝撃に弱い製品を容器に梱包して運搬する場合、外部からの各種
衝撃や該容器の落下による衝撃から製品を守るためにそれらの衝撃を吸収する緩衝部材を
該容器と製品との間に介在させて該製品が破損することを防止している。
【０００３】
　上記破損防止手段は、容器と製品との間に緩衝部材を配設する作業或いは該緩衝部材と
なる材料等が容器以外に必要となり高価なものとなっていた。また、容器の落下等の大き
な衝撃を受けると緩衝部材そのものの破損や該緩衝部材の緩衝機能の消失等により製品に
損傷を与えていた。更に、それらの緩衝部材は使用後に不用なものとして廃棄されること
が多く、環境上の観点からも問題が多かった。
【０００４】
　他方、弾力性を有する可撓性シート間に製品を挟持させ、外部からの衝撃が該製品に直
接伝わることを防止する容器が存在する。それらのものは中央の開口部に可撓性シートを
被覆し、別途同じような容器を用意し、その可撓性シート間に製品を挟持するものである
が、該可撓性シートを保持するフレームが破れたり折れたりし、或いは可撓性シート間に
挟持された製品が該製品の側方からの強い衝撃により該可撓性シートとともに移動して容
器の内壁に衝突し、該製品に損傷を与えることが生じており、製品を安全に保持すること
ができなかった。
【０００５】
　また、製品を保持することのできる強度を得るために、下記する文献のように、容器の
側壁を二重にしているが、その側壁を得るのに２枚の紙片を重ね、その重ね状態を保持す
るためのロック作業等が必要となっており、容器の組み立てに多くの時間を必要としてい
た。
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【特許文献１】特許第３３０６４０５号公報
【特許文献２】特許第３３５９００１号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は、上記欠点を解決したもので、パソコンのような薄厚で衝撃に弱い製品の運搬
或いは保管に際し、該製品を強固に保持し、更に、その運搬時や落下時の衝撃を緩和し或
いは外部からの衝撃が製品に伝わることを防止し、且つ製品の収納作業をすばやく行うこ
とのできる衝撃緩和運搬容器に関するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案は、紙片を折り曲げて製品を挟持する衝撃緩和運搬容器において、立ち上がり支
持材を兼ねる周辺部の側片、該側片によって囲まれ該側片との境の折れ曲がり部を基端と
して可動自在とした製品押圧片、該側片に貼着され該製品押圧片表面側全面を非貼着状態
で被覆した可撓性フィルムとより形成した一方の製品保持部材と、該製品保持部材と同様
の構成を有する他方の製品保持部材とよりなり、それら双方の可撓性フィルムを対向させ
たその間を製品配設部とした衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【０００８】
　また、製品押圧片は、中心部より隅部或いは側片に向けて適宜本数の切断部を放射状に
形成した衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【０００９】
　更に、製品押圧片は、側片のほぼ中央部より対向する他の側片のほぼ中央部との間或い
はそれらに平行して適宜本数の切断部を十字状或いは串刺し状に形成した衝撃緩和運搬容
器を特徴とする。
【００１０】
　また、製品押圧片は、その中心部にいずれかの側片と平行な切断部を設け、該切断部よ
り隅部又は／及び側片に向けて適宜本数の切断部を放射状に形成した衝撃緩和運搬容器を
特徴とする。
【００１１】
　更に、製品押圧片は、ほぼ対角線方向に沿って適宜本数の切断部を形成した衝撃緩和運
搬容器を特徴とする。
【００１２】
　また、製品押圧片は、円形或いは楕円形に沿って適宜本数の断続的な切断部を形成した
衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００１３】
　更に、製品押圧片は、その隅部に側片の折れ曲がり部の交差部を頂点とし、その底辺側
を直線状、湾曲状、山形状、波形状、鋸歯状等の形状とした製品の隅部を押圧する製品押
圧隅片を形成する切断部を設けた衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００１４】
　また、製品押圧片は、側片との境の折れ曲がり部のほぼ中央部にある程度の幅を有した
突出形状の縁片を形成する切断部を設けた衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００１５】
　更に、製品押圧片は、側片との境の折れ曲がり部とほぼ平行に適宜本数の折り目又は折
り目と該折り目とは異なる方向の切断部を形成してなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００１６】
　また、製品押圧片は、ほぼ対角線方向に適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは異
なる方向の切断部を形成してなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００１７】
　更に、製品押圧片は、円形或いは楕円形の適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは
異なる方向の切断部を形成してなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
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【００１８】
　また、製品押圧片は、折り目に沿って断続的に切断部を設けた衝撃緩和運搬容器を特徴
とする。
【００１９】
　更に、製品押圧片は、適宜箇所に適数個の貫通孔を形成した衝撃緩和運搬容器を特徴と
する。
【００２０】
　また、貫通孔は、切断部及び／又は折り目に沿って或いはその間に形成した衝撃緩和運
搬容器を特徴とする。
【００２１】
　更に、製品押圧隅片は、その隣接する製品押圧隅片間の間隔を収納する製品に接するか
或いは近接する位置に形成し、少なくとも該製品が移動したときに該製品の隅部が該製品
押圧隅片の表面に当接するように構成してなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００２２】
　また、縁片は、対向する縁片間の間隔を収納する製品に接するか或いは近接する位置に
形成し、少なくとも該製品が移動したときに該製品が該縁片の表面に当接するように構成
してなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【００２３】
　更に、各々の側片の両端部には隅片を形成し、該隅片はその対角線方向に形成した折り
曲げ部により分割された一方を糊代片とし、該糊代片を隣接する側片の裏面側に貼着して
立ち上がり支持材としてなる衝撃緩和運搬容器を特徴とする。
【考案の効果】
【００２４】
　本考案は、パソコン等の薄厚で衝撃に弱い製品を十分な弾力性を有する可撓性シート及
び弾力性と強度を有する製品押圧片とにより挟持して容器内に保持することができ、運搬
時や該容器の落下時等における外部から大きな衝撃が製品に直接伝わることを防止するこ
とを可能とした。
【００２５】
　また、本考案は、製品の側方からの強い衝撃により該製品が容器内で移動し、容器本体
を構成する内壁面に該製品が直接当接して損傷することを防止するため、該製品が移動し
たときは弾力性に富んだ製品押圧隅片や縁片等の表面に当接するように形成し、この弾力
を有する保持により製品の損傷を防ぐことが可能となった。
【００２６】
　更に、紙片を組み立てて立体形にする作業に時間を費やすことなく、いずれかの側片を
内側に向けて押すだけの瞬時の作業で立体形となる衝撃緩和運搬容器の組み立てを可能と
した。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参考に本考案を実施するための最良の形態についてその実施例を説明する
。
【実施例１】
【００２８】
　図１は、本考案のパソコン等の衝撃に弱い製品Ｗを運搬するための衝撃緩和運搬容器を
構成する片方の製品保持部材１に該製品Ｗを配設した状態を示す斜視図、図２は、該製品
保持部材１を組み立てる前の状態を示す１実施例の展開図である。
【００２９】
　製品保持部材１は、紙製、特に段ボール紙を所定形状に加工し、その紙片の所定箇所を
折り曲げ或いは切断し、一部を糊付けして立体形に組み立て形成できるようにしたもので
ある。
【００３０】
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　紙片をプレス機等により切断及び押圧加工して図２の展開図に示す製品保持部材１を得
る。該製品保持部材１は、矩形状の紙片の周辺部を形成する第１～第４側片２、３、４、
５、該第１～第４側片２～５の内側に形成される製品押圧片６、該第１～第４側片２～５
と製品押圧片６との間に形成される第１～第４縁片７、８、９、１０及び該第１～第４縁
片７～１０の隅部に形成される第１～第４製品押圧隅片１１、１２、１３、１４並びに対
向する該第１、第４側片或いは第２、第３側片又は該第１～第４側片２～５の表面に貼着
されて該製品押圧片６を覆う可撓性フィルム１５とより形成されている。
【００３１】
　該第１側片２は、長尺の矩形状とし、必要に応じてその内側一側縁部は第１縁片７が折
り曲げ部１６を境にして連続形成されている。また、両端部には各々隅片１７、１８が形
成され、該隅片１７、１８を分割してその一部は重ね片１７ａ、１８ａとされ、他部は糊
代片１７ｂ、１８ｂとして形成されている。該隅片１７、１８の該重ね片１７ａ、１８ａ
と糊代片１７ｂ、１８ｂとは各々を分割する対角線位置に折り曲げ部１７ｃ、１８ｃを形
成し、該折り曲げ部１７ｃ、１８ｃにより折り曲げ自在として連続形成されている。重ね
片１７ａ、１８ａは、該折り曲げ部１７ｃ、１８ｃと第１側片２の両端部の折り曲げ部１
９、２０及び該隅片１７、１８の外側縁部とによりほぼ三角形状に形成され、該糊代片１
７ｂ、１８ｂも同様に三角形状に形成され、その裏面側には接着剤が貼着されることにな
る。
【００３２】
　該糊代片１７ｂ、１８ｂに連続して第２側片３、第３側片４が各々形成され、その境に
は折り曲げ部２１、２２が形成されている。第２側片３の長手方向となる内側一側縁部に
は折り曲げ部２３を境にして必要に応じて第２縁片８が連続形成され、同様に、第３側片
４には折り曲げ部２４を境にして必要に応じて第３縁片９が連続形成されている。
【００３３】
　また、該第２側片３及び第３側片４の他端部側には各々折り曲げ部２５、２６を境にし
て隅片２７、２８が連続形成され、該隅片２７、２８は重ね片２７ａ、２８ａ及び糊代片
２７ｂ、２８ｂとに分割形成されている。該隅片２７、２８にはその両者を端部として第
４側片５が連続形成されている。更に、該第４側片５の長手方向の内側一側縁部に折り曲
げ部２９を境にして必要に応じて第４縁片１０が連続形成されている。更に、第４側片５
の両端部には折り曲げ部３０、３１が各々形成され、上記した隅片２７、２８の糊代片２
７ｂ、２８ｂが連続形成されている。上記重ね片２７ａ、２８ａ及び糊代片２７ｂ、２８
ｂを分割形成するために該隅片２７、２８の対角線位置に折り曲げ部２７ｃ、２８ｃが各
々形成されている。
【００３４】
　上記第１側片２、第２側片３の該折り曲げ部１６、２３の両端部から所定の間隔を有す
る内側位置を基端とし、折り曲げ部１６、２３の交差部を頂点３２とするほぼ三角形状の
底辺部となる第１切断部３３が必要に応じて形成され、他方端部も同様に、折り曲げ部１
６、２４の端部から所定の間隔を有する内側位置を基端として折り曲げ部１６、２４の交
差部を頂点３４とするほぼ三角形状の底辺部となる第２切断部３５が形成されている。な
お、該第１、第２切断部３３、３５は緩やかな湾曲線とすることにより可撓性フィルム１
５の破損防止や振動や衝撃によって加わる力を分散させることを可能としている。
【００３５】
　また、第２側片３及び第３側片４も上記同様、その各々の折り曲げ部２３、２９及び２
４、２９の端部から所定の間隔を有する内側位置を基端として折り曲げ部２３、２９の交
差部を頂点３６とするほぼ三角形状の底辺部となる第３切断部３７及び折り曲げ部２４、
２９の交差部を頂点３８とするほぼ三角形状の底辺部となる第４切断部３９が形成されて
いる。上記第１～第４切断部３３、３５、３７、３９の切断形状は、直線状、湾曲状、山
形状、波形状、鋸歯状等の適宜な形状とすることができる。
【００３６】
　上記により製品押圧片６の各隅部には第１～第４製品押圧隅片１１～１４が各々形成さ
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れることになる。
【００３７】
　上記第１～第４製品押圧隅片１１～１４は、製品押圧片６に作用する押圧力が製品保持
部材１の隅部に集中して該製品保持部材１が破損することを防止すると同時に、製品Ｗの
隅部と当接する位置或いは該製品Ｗの移動等により接する位置に形成されることにより、
該第１～第４製品押圧隅片１１～１４の表面により製品Ｗの隅部を弾力的に押圧支持する
ことが可能となる。また、上記第１～第４縁片７～１０も製品Ｗの側部等がそのまま或い
は移動によって接することになれば、該製品Ｗを弾力的に押圧支持することが可能となる
。
【００３８】
　上記製品押圧片６は、可撓性フィルム１５の背面側に該可撓性フィルム１５とは非貼着
状態で位置し、製品を弾力的に且つ強固に支持するためのものであるが、当該弾力性と強
度とを兼ね備えるための実施態様には様々なものが考えられる。
【００３９】
　図３は、該製品押圧片６に対して可動させる手段としてのいくつかの実施態様を示すも
のである。図３（ａ）は、製品押圧片６における切断部を中心部より隅部或いは側片に向
けて放射状に適宜本数形成したものである。これにより図の表裏方向に製品押圧片６が可
動することを可能としている。
【００４０】
　図３（ｂ）、（ｃ）は、側片２～５のほぼ中央部より対向する他の側片２～５のほぼ中
央部との間或いはそれに平行して適宜本数の切断部を十字状又は串刺し状に形成したもの
である。
【００４１】
　図３（ｄ）は、中央部にいずれかの側片２～５と平行な切断部を設け、該切断部より隅
部又は／及び側片２～５に向けて放射状に切断部を形成したものである。
【００４２】
　図３（ｅ）、（ｆ）は、ほぼ対角線方向に沿って適宜本数の切断部を形成したものであ
る。
【００４３】
　図３（ｇ）は、円形或いは楕円形に沿って適宜本数の断続的な切断部を形成したもので
ある。
【００４４】
　図３（ｈ）、（ｉ）、（ｊ）は、隅部に側片の折れ曲がり部の交差部を頂点とし、その
底辺側を直線状、湾曲状、山形状、波形状、鋸歯状等の形状をした製品押圧隅片１１～１
４を形成し、その各々を上記した図３（ａ）乃至（ｇ）等の実施例のものに採用した形状
のものである。
【００４５】
　図３（ｋ）は、側片２～５との境の折れ曲がり部のほぼ中央部にある程度の幅を有した
突出形状の縁片７～１０を形成する切断部を設けたものである。縁片７～１０の先端とな
る該切断部は、可撓性フィルム１５に損傷を与えないように湾曲状に形成することが望ま
しい。
【００４６】
　図３（ｌ）は、側片２～５との境の折れ曲がり部とほぼ平行に適宜本数の折り目又は折
り目と該折り目とは異なる方向の切断部を形成したものである。
【００４７】
　図３（ｍ）は、ほぼ対角線方向に適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは異なる方
向の切断部を形成したものである。
【００４８】
　図３（ｎ）は、円形或いは楕円形の適宜本数の折り目又は折り目と該折り目とは異なる
方向の切断部を形成したものである。
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【００４９】
　図３（ｏ）は、円形或いは楕円形の折り目に沿って断続的に切断部を形成したものであ
る。折り目は、側片２～５と平行なもの或いは斜め方向のもの等様々な態様のものが考え
られる。
【００５０】
　図３（ｐ）、（ｑ）は、製品押圧片６の適宜箇所に敵数個の貫通孔４０を形成したもの
である。
【００５１】
　図３（ｒ）、（ｓ）、（ｔ）は、様々な態様の切断部及び／又は折り目に沿って或いは
切断部及び／又は折り目間に適数個の貫通孔４０を形成したものである。
【００５２】
　上記貫通孔４０を設けることにより、製品押圧片６の弾力性を増加させると同時に、製
品を収納した後、当該収納した製品がどのようなものなのかを貫通孔４０より可視するこ
とが可能となる。
【００５３】
　上記製品押圧片６の表面側全面には対向する第１、第４側片２、５或いは第２、第３側
片３、４を含めその端部側を貼着して可撓性フィルム１５を被覆する。該可撓性フィルム
１５は、伸縮性及び反覆性に優れ、破れや裂けが生じない耐久性に優れたものが使用され
る。
【００５４】
　上記状態の紙片を第４図の表面側平面図及び第５図の裏面図で示すように、第２図の展
開図のものを第１、第４側片２、５を折り曲げ部１６、２９を境にして製品押圧片６の裏
面側に位置するように１８０度折り返し、該側片２、５の両端部に形成した隅片１７、１
８、２７、２８の糊代片１７ｂ、１８ｂ、２７ｂ、２８ｂの裏面側に形成された貼着層を
隣接する第２、第３側片３、４の裏面側に貼着する。図４、５の点で示す端部の三角形状
部分が第２、第３側片３、４に貼着されることになる。
【００５５】
　上記のように、製品保持部材１は隅部の一部が貼着され、図４、５に示す第１、第４側
片２、５及び隅片１７、１８、２７、２８が第２、第３側片３、４及び第１、第４縁片７
、１０に重なった偏平状の状態で製品Ｗを収納する位置まで運ばれることになる。偏平状
のため効率的に重ねて運搬することが可能となる。
【００５６】
　製品Ｗを収納するときは、隅片１７、１８、２７、２８の重ね片１７ａ、１８ａ、２７
ａ、２８ａが対角線位置に形成した折り曲げ部１７ｃ、１８ｃ、２７ｃ、２８ｃより折り
曲げ自在に形成されているので、図４のＡ－Ａ方向に側片３、４を押圧すると、側片２、
５は折り曲げ部１６、２９を境にして製品押圧片６より離れる方向に移動し、同時に、折
り曲げ部１９、２０及び３０、３１も移動し、それにより重ね片１７ａの表面と糊代片１
７ｂの表面とが接する位置まで移動して重なることになる。重ね片１８ａと糊代片１８ｂ
、重ね片２７ａと糊代片２７ｂ及び重ね片２８ａと糊代片２８ｂも同様に重なり、第１～
第４側片２～５が製品押圧片６に対してほぼ直角方向へ移動し、図１に示す立体形の製品
保持部材１が形成されることになる。
【００５７】
　図１、６に示すように、製品保持部材１を立体形にした状態で可撓性フィルム１５上に
製品Ｗを載置することになる。
【００５８】
　上記によって形成された製品保持部材１と同じものを別途用意し、図７に示すように、
製品Ｗの載置された製品保持部材１の上に別途製品保持部材１´を重ね、可撓性フィルム
１５、１５´及び製品押圧片６、６´により該製品Ｗを挟持するようにして保持すること
になる。
【００５９】
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　可撓性フィルム１５、１５´及び製品押圧片６、６´により保持された製品Ｗは、その
側部側は内側へ突出した対向する突出縁片８、８´、９、９´の元に戻ろうとする力によ
り可撓性フィルム１５、１５´が押し上げられ、該製品Ｗを強く挟持することになる。ま
た、製品Ｗが衝撃等により移動すると縁片８、８´、９、９´の先端側に接し、その面に
より該製品Ｗを当接保持することになるので外部から更なる振動や衝撃が加わってもその
力を該縁片８、８´、９、９´により受けることができ、且つ力が集中的に作用しないの
で該製品Ｗ並びに可撓性フィルム１５、１５´及び該縁片８、８´、９、９´の破損を防
止することができる。製品Ｗが突出縁片８、８´、９、９´の先端側に載置されても同様
の効果を達成することができる。
【００６０】
　また、第１～第４製品押圧隅片１１～１４も上記同様、可撓性フィルム１５、１５´及
び製品Ｗを押圧し、製品Ｗが移動すると製品Ｗの隅部が各々該第１～第４製品押圧片１１
～１４の表面に当接し、押圧した状態になり、更なる製品Ｗの移動を防止することができ
る。また、第１～第４製品押圧隅片１１～１４の先端側に製品Ｗが載置されても同様の効
果が得られることは上記と同様である。
【００６１】
　上記状態で製品Ｗを挟持した製品保持部材１、１´が収納された別途容器本体が落下し
た場合、製品Ｗの表裏面方向での落下の場合は可撓性フィルム１５、１５´及び製品押圧
片６、６´の他に主として第１～第４側片２～５が強く働いて製品Ｗを保護することにな
り、製品Ｗの側面方向に落下した場合には、主として第１～第４縁片７～１０及び第１～
第４製品押圧隅片１１～１４が強く保持することになり、更に、隅部方向への落下の場合
は、主として該第１～第４製品押圧隅片１１～１４が該製品Ｗの隅部を強く保持すること
になり、どのような方向での衝撃や落下に対しても該製品Ｗを強く保持することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本考案の製品保持部材上に製品を載置した状態の斜視図。
【図２】同製品保持部材の組み立て前の展開図。
【図３（ａ）－（ｈ）】製品押圧片のいくつかの実施例の展開図。
【図３（ｉ）－（ｐ）】製品押圧片のいくつかの実施例の展開図。
【図３（ｑ）－（ｔ）】製品押圧片のいくつかの実施例の展開図。
【図４】同製品保持部材の積層収納や搬送時の状態を示す一部折り曲げた表面側の平面図
。
【図５】同製品保持部材の積層収納や搬送時の状態を示す一部折り曲げた裏面側の平面図
。
【図６】同製品保持部材を組み立てて製品を載置した状態を示す平面図。
【図７】同製品保持部材間に製品を配設した状態の衝撃緩和運搬容器の中央部の断面図。
【符号の説明】
【００６３】
　１、１´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品保持部材
　２、３、４、５　　　　　　　　　　　　　　　　　第１～第４側片
　６、６´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品押圧片
　７、８、８´、９、９´、１０　　　　　　　　　　第１～第４縁片
１１、１２、１３、１４　　　　　　　　　　　　　　第１～第４製品押圧隅片
１５、１５´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可撓性フィルム
１６、２３、２４、２９　　　　　　　　　　　　　　折り曲げ部
１７、１８、２７、２８　　　　　　　　　　　　　　隅片
１７ａ、１８ａ、２７ａ、２８ａ　　　　　　　　　　重ね片
１７ｂ、１８ｂ、２７ｂ、２８ｂ　　　　　　　　　　糊代片
１７ｃ、１８ｃ、２７ｃ、２８ｃ　　　　　　　　　　折り曲げ部
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１９、２０、２１、２２、２５、２６、３０、３１　　折り曲げ部
３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９　　第１～第８切断部
４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貫通孔

【図１】

【図２】

【図３（ａ）－（ｈ）】



(11) JP 3145636 U 2008.10.16
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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